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第 158回フランス・アラカルト「鳥羽市の国際交流」（5/17） 

鳥羽市の国際交流員のブランシェ・ドリアンさんをお招きし、日々の活動についてお話しいただきました。11名が参加。 

鳥羽市の観光名所と PRへの取り組み、海洋資源を巡っての日仏交流、ドリアンさん自身が企画する日仏間の物販の試みな

ど説明くださいました。観光 PRで Ichiban Japan というフランス人 YouTuber を招いた取組みも紹介されました。フランス人が

日本のどこに興味をもっているかを知るには面白いチャンネルです。是非一度ご覧ください。海洋資源を巡っての日仏交流

では、鳥羽市の会社ケアシェルとフランスの海洋開発研究所(Ifreme)との共同研究、日仏海洋学会シンポジウムの鳥羽での

開催、南仏の町セット(Sète)での交流イベントにケアシェルと海の博物館が日本代表として参加するなど、活発な活動をされ

ています。今年 10 月には、カンヌでの交流行事への参加が予定されているとのこと。ドリアンさんも自らの企画で、フランスワ

インと鳥羽の特産品のペアリングや、鳥羽の海苔のフランスでの販売を企画するなど奮闘されていますが、商品化にあたっ

ては、鳥羽ならではのアイデンティティの物語化が必要と実感されているとのこと、将来のご活躍が楽しみです。（杉谷健治） 

＊＊＊＊＊＊＊ 

早くも子どものころから国際交流に関心をもち、オルレアン大学の修士課程で語学と国

際ビジネスを学んだドリアンさんは、懇親会の場では、いずれはアメリカにも滞在して身

をもってアメリカのビジネスを体験したいと言われました。そんなドリアンさんだけあって、

たんなる国際交流員の枠にとどまらず、国際ビジネスの幅広い視野のもとで、鳥羽市の

国際交流員として活動されていることがよくわかる講演でした。フランス語は早口で高度

な内容のものでしたが、プロジェクターに映し出された日本語による解説と画像の補助

があり、そしてフランス語と同じ内容を今度は日本語でも話していただいて（この日本語

もなかなかに高度なものでしたが）、理解を深めることができました。中身の一杯詰まった講演で、ドリアンさんの若さを考える

と、今後日仏交流を基盤とした国際ビジネスの分野で活躍されることが大いに期待されます。（三野博司） 

＊＊＊＊＊＊＊ 

鳥羽市の国際交流員のブランシェ・ドリアンさんのお話を伺った。ご自身で準備された日本語のプレゼン資料を 1 スライド毎

に日本語、フランス語交互でのスピーチ。歯切れのよいフランス語そして自分の言葉での日本語での見事なプレゼンテーシ

ョン。本人は頭が混乱しちゃって、とおっしゃってましたが、テンポもよくわかりやすくて素晴らしかったです。実は鳥羽市のイ

ンバウンド旅行者数の第 2位がフランス（第 1位は台湾）ということもあり国際交流員として観光や海洋資源・産業の国際化の

担当業務のみならず、ご自身の興味として、鳥羽の産物である「海苔」のフランスへの輸出活動も。特に鳥羽の「海苔」のブラ

ンディング（海女さんの歴史）やフランスでウケる海苔の食べ方（アペリティフのおつまみとして）のアイデアにも、ドリアンさん

のビジネスセンスを感じました。そして偶然の出会いを大切としたいとのこと、今回の奈良日仏協会との出会いもそのひとつ

になれば嬉しいです。（林 薫子） 

＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊ 

J’ai été très heureux d’avoir l’opportunité de présenter Toba et les échanges développés avec la France devant 

l’Association Franco-Japonaise de Nara. Cette conférence m’a permis de partager non seulement les richesses 

naturelles et culturelles de Toba, mais aussi les nombreux projets menés entre la France et le Japon dans des 

domaines variés comme le tourisme, la recherche scientifique, l’éducation ou encore le développement économique. 

J’ai également beaucoup apprécié les échanges avec les participants après la présentation. Les discussions étaient 

très intéressantes et l’accueil particulièrement chaleureux. Cette expérience m’a rappelé à quel point les échanges 

humains jouent un rôle important dans le développement des relations internationales au niveau local. Je remercie 

encore chaleureusement l’Association Franco-Japonaise de Nara pour 

son invitation et son accueil.（Dorian Blanchet） 

鳥羽とフランスの交流について紹介する機会を与えていただき、とても

嬉しく思いました。鳥羽の自然や文化だけでなく、観光、科学研究、教

育、経済振興の分野での日仏間の多くのプロジェクトをお話しできまし

た。また講演のあとの参加者の方々との懇談会もありがたく、会話は面

白くて盛り上がりました。やはり、地域での国際交流にとって、人的交

流が重要と感じました。あらためて、奈良日仏協会の皆様のお招きと温

かいおもてなしに感謝いたします。（ブランシェ・ドリアン） 
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第 67回 奈良日仏シネクラブ例会報告『太陽がいっぱい』（3/1） 

アラン・ドロン追悼特集第 3 回では『太陽がいっぱい』(Plein soleil, 1960) をとりあげた。映画史に残る名作、

ドロンの代表作とはいえ、66 年も前の映画を今日の眼で見たらどう感じるのだろうか、という点にも興味があった。

実際には、様々な感想が寄せられ、再認識したり、あらたに考えさせられることが多かった。 

はじめに、この映画のストーリーを紹介しよう。主人公の青年トム・リプリー（アラン・ドロン）は、大富豪の

父親から放蕩息子のフィリップ（モーリス・ロネ）をアメリカへ連れ戻してほしいと依頼されイタリアへ渡るが、

トムはフィリップの豪奢な暮らしと婚約者マルジュ（マリー・ラフォレ）に嫉妬し、ヨットでの航行中に彼を殺害

する。その後の成り行きで、フィリップを訪ねてきた友人のフレディをも殺害してしまう。フィリップのサインを

真似て彼の預金を手に入れたトムは、マルジュも自分のものにする。完全犯罪が成功したかに思われた矢先、フィ

リップの死体が発見されトムの罪が暴かれる。 

まず寄せられたのは、「3 人の顔のアップの映像が多くて、それがドラマに緊迫感をもたらしている、とりわけ、

アラン・ドロンの瞳や表情の変化が印象的だった」という感想。これまでも多くの人に注目されてきた点だが、ア

ラン・ドロンの瞳はいったい何色をしているのだろう？ 青、緑、灰緑、グレー？ 彼の眼差しには不思議な色あ

いとともに、強烈な表情がやどっている。「成りあがっていく青年を演じる

ドロンは、薄っぺらで卑しいが美しい。野心的な若者の一瞬の輝きを最高に

みなぎらせている、その魅力には抗いがたいものがある」というコメントに

は、少なからず共感が寄せられた。 

それを受けて別の人から「アンリ・ドカエのカメルワークの秀逸さが光る」

という指摘がなされた。ドロンの表情をスクリーン上に焼きつけることがで

きたのは、たしかにドカエの撮影技術によるところが大きかったにちがいな

い。ドカエは、ドロンの影のある表情だけでなく、野外ロケで自然光の下、

地中海のヨット上の場面はじめ、印象に残る風景をカメラにおさめている。ドカエは、『太陽がいっぱい』の撮影を

通じて、デビューまもなかったアラン・ドロンのスター性を見抜き、その後のドロンの作品『サムライ』（1967）『シ

シリアン』（1969）でも、ドロンの孤独な美しさを映像に定着させている。 

「トムのフィリップに対する嫉妬・復讐心・どす黒い欲望が、地中海の真っ青な空と海、燦々と輝く太陽のもと

で殺人を引き起こす。この見事なコントラストがこの作品を輝かせている」という感想も、この映画の見どころを

ついていて、感心させられた。しかし、シネクラブは映画の素晴らしい点の指摘だけでは終わらない。「完全犯罪を

もくろんだ主人公のトムは、いったいどういう人間なのか？ 映画ではよくわからなかった。もう少し掘り下げて

ほしかった」「二人の青年はゲイだったのか？」という疑問が寄せられた。 

映画の原作パトリシア・ハイスミスの小説『The Talented Mr. Ripley 才能あるリプリー氏』（1955）では、主人

公トムの屈折した性格が丹念に描かれている。この小説は、「悪」「人間の見かけと中身の差」「変幻自在なアイデン

ティティー」をテーマに書かれ、ハイスミスは小説を執筆している途中で、自身が生み出したトムのキャラクター

の内側に入りこんで考えることができ、トムは自身の分身のような存在になっていたという。 

そんなハイスミスは、『太陽がいっぱい』の映画のアラ

ン・ドロンの演技は高く評価したものの、結末には不満だ

った。原作では、トムは二つの殺人を行いながら最終的に

逃げのびて、すべての罪を免れて自由になる。しかし映画

では、警察に逮捕されることを予感させて終わっている。

作家にとっては、「悪人が罪から逃げ切り、優雅に暮らす」

というアンモラルな展開こそが小説の核心だったがゆえ

に、「悪いことをした者は罰せられる」の一般的な道徳観

に屈してしまった映画の結末が許せなかったようだ。しか

しながら、ハイスミスの原作を読んだであろうアラン・ド

ロンもまた、小説のトム・リプリーの人物像を自らの内側

に取りこむことができたのではないだろうか？ 俳優ドロンのスクリーン上での比類のない輝き、数奇で謎めいた

部分の多い実人生を思うと、彼の奥底で変幻自在で自由なトムが息づいているような気がしてならない。（淺井直子） 
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第 10回美術クラブ 「上村三代と京都市立芸術大学」鑑賞会（3/14）報告 

◆3 月 14 日（土）、第 10 回美術クラブを開催しました。これまでは現地の美術館集合でしたが、今回は講演と美術展見学の

２部制となりました。まず講演は、生駒セイセイビルにおいて、柏木加代子さん（京都市立芸術大学名誉教授）をお招きして、

昨夏上梓されたご高著『磨く松園 見る松篁 誘う淳之』についてお話いただきました。広く深い知見にもとづくわかりやすい

解説、90 分では収まりきらない豊かな内容の講演でした。その後、松伯美術館へ移動して、特別展「上村三代と京都市立芸

術大学」を鑑賞しました。参加者は講演が 18名、美術鑑賞が 17名でした。２月の総会でも紹介しましたが、AIに「奈良日仏

協会の特徴は？」とたずねると、「文化講座の質が非常に高い」との答えが返ってきま

す。その通り非常に質の高い講演と、充実した美術鑑賞の一日でした。（三野博司） 

◆今回の柏木先生の講演で特に印象に残ったのは、松園が嗅覚や味覚にも思いを

凝らしていたことで、その代表例が《菊の香》（右図）であること。柏木先生はそれを、プ

ルーストの『失われた時を求めて』の紅茶に浸したマドレーヌのエピソードに結びつけ、

しかも、画面中央の菊一輪が円心の役割を果たし、「そこで呼び覚まされた感動の余

韻が、馥郁たる菊の香を頼りに、際限なき円周（余白）に向かって拡散する」と指摘さ

れました。西洋画のような背景が描かれない日本画では、むしろ内面性が反映された

「余白」に重きが置かれていたことに初めて気づきました。特別展で特に惹かれたのは、

淳之の《孔雀》で、実際に鳥を飼い、鳥の実態を熟知していた彼の鳥への愛情がメル

ヘンチックな絵に溢れ出ている気がしました。折しも 1 月から 2 月にかけて、豊岡から

コウノトリが飛んできて、美術館の前の大渕池に滞在しましたが、松篁、淳之がそれを

見れば、どんな絵を描いたのか、想像するだけで楽しくなりました。（村田京子） 

◆「上村三代」の中で私は松園の絵に多少関心があった程度で後の二人、松篁と淳之については名前を聞いたことがあるく

らいで全く知りませんでした。また京都芸大についても同様でした。そんな私がこの例会に参加しようと思ったのは、柏木加

代子さんがフランス美術や文学との関わりの中で上村三代と京都芸大について話をされるということに興味を持ったからです。

そして柏木加代子さんのお話は、私の期待以上のものでした。日本の近代・明治期以後の日本画の進んだ方向、京都芸大

の歴史とからめての京都画壇の独自性から説き起こされて、上村三代のそれぞれの絵の特質、フランス美術との関連、フラ

ンス文学・思想との共鳴に至るまで、話される内容にすべてにうなずき聞き入りました。その中でも注意を惹かれたのは、「五

感で絵を味わう」ということであり、特に松園の「香を聞く」＝匂いに呼び起される、ということでプルーストのマドレーヌ挿話に

通じるものがあるということです。松園の絵について私は清澄な透明感のイメージを強く感じていましたが、その先にある広が

りを教えてもらったように思います。ありがとうございました。（白鳥保二） 

◆松篁が絵画学校時代、師から「こんな概念的なものの見方をしていて、どうするんです」と厳しく叱責されて、3 年後、「椿」

の絵をきっかけにリアリティをつかめたと実感し、8 年後、ようやく師から画描きになったと認められたという逸話や、淳之があ

る朝、水田に三羽の鳥が朝靄の中に浮かんでいるのを見て、開眼したという話を聞いていると、画家というのも禅の修行者の

ように、ものを見つめて描いているうちに、ある境地に達して、突然悟りを得るということがあると、感心した。（杉谷健治） 

◆昨年7月末出版されたばかりの拙著『磨く松園・視る松篁・誘う淳之―上村三代の画業』（大垣書店）とよく似た松伯美術館

の特別展「上村三代と京都市立芸術大学」があり、その鑑賞と合わせて何か話をと美術クラブ担当の方から誘われ、松園・松

篁・淳之三代の画業のそれぞれの内的な特性を見出して新しい読みを紹

介できたらとお引き受けしました。ルドン、サルトルなどの「補助線」を引い

て三代の画業を解いてみることはできないかと、京都府画学校から京都市

立芸術大学への沿革と併せて、専門の領域であるフランス文学に敷衍し

つつ、私なりに考えてみました。松伯美術館では、「講演の中での絵があ

まりありませんでしたが、絵を描く人の姿勢が少し理解できました」との感想

や今熊野の旧芸大の校舎を見学したいとおっしゃる方もおられ、近代日本

最古の、そして現にある美術学校をご紹介できてよかったと思っています。

ご準備頂いた皆様、ご同行頂いた方々に感謝いたします。（柏木加代子） 

上村松園 《菊の香》 

公益財団法人吉野石膏美術振興財団蔵 
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2026年度 ガイドクラブ「法隆寺訪問」（4/12）報告 

法隆寺塔頭の宝珠院の枡田典子さんが、参加者 15 名（会員 9 名、フランコフォン 5 名、フランコフォン引率

の一般 1 名）全員を招待してくださり、とてもありがたいことでした。参道、南大門、中門、金堂、五重塔、夢殿、

大宝蔵院、正岡子規の句碑等を、約 2 時間かけてボランティアガイドの方たちの案内でめぐり、聖徳太子や法隆寺

が日本の仏教史に果たした役割の重要性をあらためて知ることができました。予め作成した日仏英対訳ミニガイド

をもとにした片言で不十分なフランス語でも、フランス人旅行者に少しでも理解してもらえたのはシンプルに嬉し

かったですし、日本の歴史や文化、フランス語をもっと勉強したい気になりました。今回、フランコフォンとの交

流を目的にした「ガイドクラブ」発足当時の活動に近い形で開催できたのは、意義深いことでした。（淺井直子） 

 

◆◆宝珠院の枡田さんとボランティアガイドの方の説明を受けながら拝観し、新たな気付きを得られたことは収穫

でした。特に印象的だったのは、法隆寺の五重塔の屋根の反りが緩やかで直線的であるという点です。後代の薬師

寺東塔の優美で流れるような曲線とは異なる印象です。こうした違いに気付いたことで、これまで法隆寺に抱いて

いた印象の理由が分かった気がしました。後代の寺院にはない古色蒼然としながらも深い静けさの中に佇む安らぎ

の印象です。飛鳥仏と天平仏の印象の違いにも通じると感じました。説明を受けたことをきっかけに、漠然として

いた印象が不意に明確な輪郭に収まるという貴重な気付きの経験ができました。（寒河江康夫） 

 

◆◆法隆寺には何回も行ったことがありましたが、今回は初めて法隆寺のガイドさんとその場所に詳しい人たちと

一緒に行きました。法隆寺のことを良く知っているつもりでしたが、すごく勉強になりました。今、円が安くてア

メリカやヨーロッパの色々な友達がよく遊びに来るので、いつも法隆寺に連れて行きます。海外では日本の歴史や

伝統的なことが人気ですので、今回学んだことをこれから友達にも案内しなが

ら教えるつもりです。あと、フランス人の家族とも会えて良かったです！通訳

ができて、色々話ができて、いい経験と楽しい時間を過ごしました。今、日本

語を勉強中なので、通訳ができるとすごくやりがいを感じます。次のイベント

を楽しみにしています！（カール征太郎マグワイア Carl Seitaro MAGUIRE） 

 

◆◆奈良日仏協会主催のガイドクラブに参加して、大変有意義で楽しい時間を

過ごしました。ボランティアガイドの方たちは大変親切で情熱的で、説明も非

常に興味深かったです。世界最古の木造建築の一つに数えられる法隆寺の素晴

らしい歴史と建築様式について学ぶことができたのは、特に貴重な経験でした。

フランス人と日本人の参加者とともに過ごした文化交流のひとときは、私にとってかけがえのない思い出となるで

しょう。素敵な一日をありがとうございました。（クリスチャン・ラボルド Christian LABORDE） 

 

◆◆法隆寺参拝は大変興味深いものでした。寺院の規模と情報量の多さから、一度にすべてを理解するのは大変で

した。あらためて奈良を訪れ、法隆寺をもっと深く探訪したいと思いました。このたびは、私たちを法隆寺参拝に

招待してくださったことに感謝いたします。（エルヴァン・メグレ Erwan MAIGRET） 

 

◆◆Merci beaucoup pour l’organisation. J’ai trouvé cette sortie très intéressante et impressionnante. J’ai 

surtout été marqué par la taille du temple et l’ancienneté 

des bâtiments. C’était la première fois que je voyais un lieu 

aussi chargé d’histoire, et j’ai aimé découvrir des éléments 

de la culture japonaise que je ne connaissais pas. Merci 

encore pour cette belle expérience.  

法隆寺訪問を企画していただき、本当にありがとうございました。

今回の遠足はとても興味深く、感動的でした。特にお寺の規模と

建物の古さに圧倒されました。これほど歴史を感じさせる場所を

見たのは初めてで、これまで知らなかった日本の文化の一面を発

見することができて、とても楽しかったです。素晴らしい体験を

させていただき、改めて感謝申し上げます。 

（ルカ・メグレ Lucas MAIGRET） 
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    映画博物館：シネマテーク・フランセーズ   角田 茂 （つのだ しげる） 

上映ホールを持つ半官半民（大部分が政府出資）の映画博

物館、シネマテーク・フランセーズ  (Cinémathèque 

française) は、1972 年から 1997 年まで、トロカデロ広場の

シャイヨー宮の中にあった。火災により閉館後、パリ・ベル

シー地区で 2005 年に再び開館している。エッフェル塔から

北に向かって，シャイヨー宮を眺めた時、その右半分に、シ

ネマテーク・フランセーズがかつて存在し、日本映画がよく

上映されていた。私は黒澤明を以前から知っていたが、小津

安二郎の存在を知ったのは、留学中シネマテーク・フランセ

ーズにおいてであり、それ以来，私は彼のファンになってし

まった。岸惠子のフランス語による講演後、『君の名は』を観

たのもここである。私は彼女のきれいなフランス語と美貌に

魅せられてしまった。映画『君の名は』が始まると、字幕スーパーがフランス語ではなく、英語であったので、

大変がっかりしたことを今でも憶えている。上映ホールでの観客は皆，映画を芸術として観ていた。映画が終

了しても、明るくなるまで、観客は誰一人立ち上がることもなく、さらに皆一斉に拍手をしていた。映画館で

拍手を経験したのは、この時が初めてであった。映画終了後の拍手、シネマテーク・フランセーズのみならず、

カルチェ・ラタンにある、他の映画館でも同じことであった。ポップコーンを食べながら、娯楽として映画を

観る米国とは違い、フランスでは観衆が皆、映画を芸術として観ていることに私は感動した。 

 私が最初に観た小津安二郎の作品は、『晩春』であった。北鎌倉に住む大学教授（笠智衆演じる）は妻を亡

くし、やもめ暮らしをしている。婚期を逸しかけた娘（原節子演じる）は、父を一人にしたくないと、結婚に

乗り気ではない。そんなある日、娘に見合い話がもちあがり、やがて縁談がまとまる。男手ひとつで娘を育て

上げ、そして手放さざるを得ない父親の孤独が、この作品の主題である。私はこの映画を観た時、小津安二郎

は日本のチェーホフだと思った。日常生活の些細なことを題材にしながら、我々観ている者に退屈感を与えな

いからである。 

 小津安二郎の作品、この他にも『東京物語』や『秋刀魚の味』など、私は大好きで何回も観ている。食卓を

囲み、裸電球の灯りのもとで、家族そろって食事をする場面、彼の作品の中でよく出てくる。そこには笠智衆

がいつもいる。彼の撮影技法の特徴は、固定された低位置撮影である。篠田正浩は、この撮影技法を「寝そべ

った神様の視線」と呼んだ。私はある時、この視線、「幼児の視線」であると思った。その理由を考えると、

私の祖父、実は、顔から声まで、笠智衆にそっくりであり、小津映画の食事の場面は，私にとって、幼児期の

原風景となるからである。小津安二郎の作品を好きになった理由、こんなところにあるのかもしれない。 

 ここで映画の歴史について振り返ってみると、米国のエジソンが、木箱内を覗き込む形式で映像を見るキネ

トスコープ (Kinetoscope) を 1891 年に発明した。その後、1895 年にフランスのリュミエール兄弟が、対象

を撮影してスクリーンに映写するシネマトグラフ (Cinématographe) を発明した。最初の作品は『工場の出

口 (La Sortie de l’Usine)』である。現在にまで続く、映画形式の元祖は，リュミエール兄弟である。フラン

ス人は映画に対して誇りを持っている。シネマテーク・フランセーズがシャイヨー宮に移転される時、私の尊

敬する文化相、アンドレ・マルローが関与している。日本にも文化庁所管で、国立美術館が運営する国立映画

アーカイブがある。近年、文化庁が京都市内に移転したことを考えると、京都市内もしくは関西に、日本最大

の国立映画博物館が建設されても不思議ではない。 

シャイヨー宮、当時、その右半分がシネマテーク・フラ

ンセーズだった。 
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ポントルソンという町  大石陽子・良太（おおいし ようこ・りょうた） 

私たちは、現在ブルターニュとノルマンディの境に流れるクエノン川（le Couesnon）の、ノルマンディ側にある

ポントルソン（Pontorson）に住んでいます。有名な世界遺産モンサンミシェルか

ら南に 10 キロ下りた静かな町ですが、夏のバカンスになるとたくさんの観光客で

溢れています。パリモンパルナス駅からポントルソン駅に 1 日に 2 回程来る電車

があるので、来やすくなったと思います。 

そこに大石良太のアトリエがあり、土・日もなく制作に励んでおります。春に

なると毎年たくさんのつばめが北アフリカから渡って来ていたのですが、だんだ

ん少なくなり、我が家にも巣があり、2 年ほど前まで 4 月中頃から家の回りを飛ん

でいたのに今は空っぽの巣になり、空を見上げては、これも自然環境の影響かと

心苦しくなっています。 

毎週水曜日は田舎町でありながら、わりと大きな朝市がたち住人たちの屋根の

ないサロンのように、あちこちでお喋りの花が咲いています、しかしだんだん冬

が近づいてくると、老人たちが多いので、寂しいマルシェになって出店の数も少

なくなりますが、必ずマルシェに行く方もいて面白いです。 

5 月 1 日は祝日、メーデーであります。この日は誰でもスズラン（muguet）を売

ってもいい日です。毎年子どもたちが小さなブーケにして道端で売っていたので

すが、今年のポントルソンでは見かけず、伝統的な行事も少なくなってきたので

しょうか。我が庭にもスズランが咲いて可愛い花をつけていますが（右写真）、毒

草だそうです。ノルマンディの端っこのポントルソンですが、第二次世界大戦で

はこの辺まで来て戦い命を亡くしたアメリカ兵のお墓とドイツ兵のお墓が、少し

離れていますがあります。 

さすがアメリカ兵のお墓は立派で、とても大きく広々とした敷地に白い十字架

がたくさん並んで建っています。ドイツ兵のお墓は、こぢんまりした敷地で静寂

のなか、一人ひとりパネルに名前が彫ってあります。敵国にお墓があるドイツ兵

たちはどのようなことを思いながら眠っているのか、一度聞きたい気持ちになり

ました。時々ドイツからお参りに来るドイツ人のご家族もいらっしゃいます。奥

の方の高台からはモンサンミシェルが見えます。それぞれお国の雰囲気があり素

晴らしいのですが、やはり一番凄いなと思うのは、敵国であったドイツ

兵のお墓まであるフランスではないかと思います。上陸してきたカーン

（Caen）の海岸線の近くにはお墓はもとより記念碑もあります。悲惨な

戦争とたくさんの亡くなった若者たちを忘れてはいけない、ということ

でしょうか。 

大石の城であるアトリエは 2 階にあり、我が家の前の道を左に進んで

いくとモンサンミシェルにぶつかります。クエノン川に沿って自転車で

モンサンミシェルまで散歩に行ったりします。お正月の初詣は必ず元旦

にモンサンミシェル修道院の下にある St Pierre 教会にお参りに行きま

す。この日は修道院は閉まっているのですが、何故かたくさんの観光客

で賑わっています。 

5 月に入ってから、やっとムール貝が魚屋さんに出はじめました。ここ

のムール貝も一年中売っている牡蠣共々とても美味しいです。ゆっくり

時間が流れている感じのポントルソンですが、秋から冬にかけてはお天

気は曇り空、雨も降り、寒くて精神的におかしくなり、日本帰りたい病

になる事も度々あります。 

来年はじめ（1 月 6 日～11 日）大阪なんば高島屋 6 階にて開催予定の

大石良太の絵画展で、里帰りできることを楽しみにしております。 
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リブースト夫妻再訪と「ワインと音楽の夕べ」 知念宏司（ちねん こうじ） 

リブースト夫妻との交流について Mon Nara 307 号（2025 年 2 月）で紹介し、

308 号（2025 年 6 月）にはご自身にも寄稿して頂いたので、ストラスブールで酒屋

を営む夫妻のことは会員の皆様にもおなじみだろう。 

夫妻は今年 2 月に我が家を再訪した。約 1 年半ぶりである。到着は 2 月 27 日で 2

日間滞在した。27 日午後に新神戸駅で出迎えて、そのまま能福寺（神戸市兵庫区）

へ行った。これは事前に先方から訪問希望があった場所で、野外に大きな仏像があ

る（「兵庫大仏」というそうだ）。長年神戸に住んでいた筆者も知らなかったのに、

よく調べたものだ。 

28 日は淡路島を案内した。結構な遠出に見えるが、我が家は高速道路入口が近い

関係で、自宅を出てわずか 30 分で明石海峡大橋を渡りきる。まずは、筆者らの提

案で本福寺を訪れた。安藤忠雄設計による本堂は伝統と現代的感覚が融合し、見応

えがあり、お勧めだ。その後ハイウエイオアシスで昼食、午後は「あわじ花さじき」

へ行った。時節柄、花は少なかったものの、早咲きの菜の花が満開だった。初め彼

らは「ミモザ？」と言っていた。菜の花のフランス語は知らなかったが、すぐにス

マホで調べて colza だと伝えると納得した。便利な世の中になったものだ。 

我が家での夕食時、面白い話を聞いた。彼らのお店で、音楽を聴いてそれにワインを合わせる「ワインと音楽の

夕べ Soirée Vin et Musique」のイベントを開催したという。本稿執筆にあたり、その詳細を聞いたので、ここで紹

介したい。これはあちらの芸術大学（HEAR=Haute Ecole des Arts du Rhin）が組織したという、まず聴衆はワイ

ンだけをブラインド・ティスティングし、その後演奏を聴きながら味わう、という流れだったという。広さの関係

でピアノは入れられず、ヴァイオリン (Vl.) ２、クラリネット (Cl.)、ギター (Guit.)、アコーディオン (Acc.) 各１

という陣容だった。基本的に、これに合わせた編曲だったことだろう。当日のワインと音楽の組み合わせ、編成、

それに寄せた言葉は次のようなものだ。 

①クレマン・ダルザス・ロゼ（Crémant d'Alsace Rosé）とバルトーク「狂詩曲第１番」（2 Vl.）－ きらきらして

祝祭的なスパークリングは快活な小品のために。 

②ゲヴュルツトラミネールのオレンジワイン（Vin orange Gewuztraminer）とジョルジュ・アペルギス「A bout de 

bras」（Cl.）－ 香りと色合いがとても変わっているオレンジワインは非常に現代的な小品と。 

③コート・ド・ガスコーニュ中甘口（Côtes de Gascogne blanc moelleux）とショスタコーヴィチ「ワルツ第 2

番」（2 Vl.）－ 滑らかで少し甘いワインはまるでワルツのよう。 

④シチリア・ネーロ・ダーヴォラ（Vin rouge Italien）とスカルラッティのソナタ（どの曲かは不明、Guit.）－ 果

実味豊かで陽光を浴びた赤ワインは、リラックス、ヴァカンスの願望、テラスでの一杯を誘う音楽と。 

⑤ラングドック赤（Vin rouge du Languedoc）とミシェル・ポルタル「Little Tango」（Acc. & Cl.）－ 力強くス

パイシーな赤ワインは、急速で踊りたくなる音楽に。 

 

聴衆はワインを味わうことで音楽の感動も倍増し、

想像力が彼らを美しい旅へといざなったようだっ

た、とのこと。上記の曲はインターネットでも聞く

ことができるので、ワインを準備すれば、この日の

雰囲気を追体験できるかも知れない。 

フランスはワインも音楽も本場だけに、このふた

つを関連させる考えは昔からあるようだ。例えばボ

ードレールによると、喜歌劇にはシャンパン、宗教

音楽にはライン河流域のものかジュランソン、英雄

的な音楽にはブルゴーニュだそうだ（『ボードレー

ル全詩集 II 』ちくま文庫, p.163.）。こんなイベント

の話を聞くと、ワインと音楽のマリアージュもいろ

いろ試したくなる。 

リブースト夫妻と出会って今年でちょうど 10 年

になる。今もこうして交流が続いているのは大変ありがたいことだ。 

能福寺・兵庫大仏前で 

ワインが並ぶ Le Cellier des Boulevards 店内でのコンサート 
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La vie étudiante à Paris パリでの学生生活 マリー・ボードン 

Après un an de vie universitaire au Japon, le retour en France était à la fois plaisant et douloureux. Ne 
plus voir les daims de Nara lorsque je me promène, ne plus entendre la signalisation sonore aux passages 
piétons ainsi que tous les sons étant propres au Japon, mais surtout, ne plus revoir mes amies japonaises et 
internationales. Tout cela m’a rendue très triste et j’ai dû bien m’occuper pour être sûre que mon esprit ne 
vagabonde pas vers ces souvenirs doux-amers.  

Et puis j’ai repris l’université, retrouvé mes amis et ma famille, mais aussi pu profiter à nouveau des 
joies de la vie parisienne après la vie calme et paisible qu’offrait Nara. Entre sorties culturelles, balades 
entre amis et travail pour l’université, je fais de mon mieux pour équilibrer cet emploi du temps. 
Récemment, avec les vacances d’été, j’ai l’occasion de me rendre régulièrement à des événements 
d’artistes français comme des concerts avec Aupinard, des expositions avec Artemile mais encore des 
projections de films avec le documentaire de Seb (Sébastien Frit), intitulé Trente, où il évoque de 
nombreuses questions liées à la perspective de grandir. Mon expérience d’un an au Japon a 
particulièrement ouvert mon esprit à ces questions et aux perspectives d’avenir que je peux avoir, 
remettant une fois de plus en question le chemin vers lequel je me dirige. 

En partant au Japon en septembre 2024, j’ai laissé derrière moi ma famille ainsi que la naissance de ma 
petite cousine quelques semaines après mon départ. Je suis aujourd’hui très reconnaissante d’avoir la 
chance de la voir grandir de mes propres yeux, et de passer du temps avec mes proches qui m’ont tant 
manqué. Comme chaque année, nous partirons tous ensemble cet été en Bretagne, au bord de la mer, pour 
créer des souvenirs et profiter des beautés de cette région. J’ai hâte !  

À l’heure où j’écris ces mots, cela fait neuf mois que j’ai quitté Nara mais mon cœur ne peut 
s’empêcher de repenser à cette ville que j’aimais tant. J’espère que mes souvenirs ne s’effaceront jamais 
et que j’aurais l’occasion de revenir voir les merveilles qu’offre le Japon.           (Marie Baudon)  
日本での 1 年間の大学生活を終え、喜びと悲しみが入り混じった複雑な気持ちでフランスに戻りました。散歩し

ていても奈良の鹿を見かけなくなり、横断歩道の信号機の音や日本らしい様々な音が聞こえなくなり、日本人や外

国人の友人たちにも会えなくなりました。こうしたことすべてが私を悲しくさせたので、この甘酸っぱい思い出で

心がそぞろにならないよう、何かに没頭していなければなりませんでした。 

それから大学に戻り、友人や家族と再会し、奈良の穏やかで平和な生活からパリの活気ある生活を再び楽しむこ

とができました。文化的な外出、友人たちとの散策、そして大学の勉強。これらの日々のスケジュールをバランス

よくとろうと努力しています。最近、夏休みで、フランス人アーティストのイベントに定期的に参加する機会に恵

まれました。オーピナールのコンサート、アルテミールの展覧会、『30 (Trente) 』というタイトルのドキュメンタリ

ー映画などです。セブ（セバスチャン・フリット）はこの映画で、成長することについて様々な問いかけをしてい

ます。日本での一年が、特にこれらの疑問や可能な将来の展望について私の心を開かせ、あらためて自分の歩む道

を問い直すきっかけになりました。 

2024 年 9 月に日本に出発した私は、家族とその数週間後に生まれた可愛い従妹を残していきました。今では、彼

女の成長を自分の目で見守り、恋しかった親しい人たちと一緒に時間を過ごせることが、とてもありがたいです。

毎年恒例ですが、今年の夏も家族みんなでブルターニュの海辺へ行き、思い出を作り、この地方の美しさを満喫す

る予定です。もう待ちきれません！ 

この文章を書いている時点で、奈良を離れて 9 ヶ月が経ちましたが、私の心は大好きだったこの街を思い返さず

にはいられません。私の思い出が色褪せることなく、日本が持つ素晴らしいものを再び目にする機会に恵まれるこ

とを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーピナールのコンサート     アルテミールの作品  映画『30（trente）』の案内 



< 9 >   JUIN 2026 

9 

Avancer doucement, mais continuer d’avancer ゆっくりでも前進し続ける 

            トマ・ムノ 

Quand je suis arrivé au Japon pour la première fois, je ne savais pas encore exactement quelle place 

j’allais trouver ici. Comme beaucoup d’étrangers, je suis venu avec de la curiosité, des rêves, mais aussi 

beaucoup de questions. 

Depuis, j’ai eu la chance d’accompagner Coline dans plusieurs aspects du projet Maison Coco. Au 

début, j’observais surtout. Puis, petit à petit, j’ai commencé à participer davantage : prendre des photos, 

aider dans la maison, suivre les avancées, découvrir les artisans, les voisins, les paysages de la préfecture 

de Nara et la vie quotidienne dans une vieille maison japonaise. 

La maison elle-même est un grand projet. Elle est belle, ancienne, pleine d’histoire, mais elle demande 

aussi énormément de patience. Les travaux ont bien avancé sur certains points, mais aujourd’hui, ils sont 

malheureusement en pause pour des raisons financières. Ce n’est pas toujours facile à accepter, surtout 

quand on aimerait continuer, réparer, améliorer, accueillir, créer. 

Mais vivre au Japon, et surtout construire quelque chose ici, ne suit pas toujours le chemin que l’on 

imagine au départ. Chaque étranger a une histoire différente. Certains avancent vite, d’autres plus 

lentement. Il y a des démarches administratives, des imprévus, des moments de fatigue, parfois des doutes. 

Mais il y a aussi des rencontres, des encouragements, et beaucoup de petites victoires. 

Avec Maison Coco, nous apprenons à avancer avec ce que nous avons, étape par étape. Même quand 

les travaux sont arrêtés, le projet continue : dans les idées, les photos, les rencontres, les recherches, et 

dans notre motivation. Je crois que le plus important est de ne pas abandonner. 

Les difficultés font partie du parcours. Et même si le chemin est parfois plus 

long que prévu, nous continuons d’y croire. Un jour, cette maison accueillera 

pleinement les projets que nous imaginons pour elle.     (Thomas Mounot) 

初めて日本に来た時、自分がここでどんな場所を見つけることになるのか、まだは

っきりとは分かっていませんでした。多くの外国人と同じように、好奇心や夢を抱い

ていましたが、同時にたくさんの疑問も抱えていました。 

それから私は、コリーヌと共にメゾン・ココ・プロジェクトの様々な面に携わる機

会に恵まれました。最初は主に観察する側でしたが、徐々に参加して、写真を撮影し、

家の手伝いをし、プロジェクトの進捗に従い、職人さんたちや近所の人々、奈良県の

風景、そして古い日本家屋での日常生活を発見するようになりました。 

この家自体が一大プロジェクトです。美しく、古く、歴史に満ちていますが、同時

に大変な忍耐を要します。一部の作業は順調に進んでいますが、残念ながら現在は資

金不足のため中断しています。特に、修理や改善を続けて、お客様をお迎えし、新た

なものを創造しようとする場合、これはなかなか受け入れがたいことです。 

しかし、日本での生活、特にここで何かを築きあげることは、必ずしも最初に思い

描いた道筋をたどるとは限りません。外国人ひとりひとりにそれぞれの物語がありま

す。順調に進む人もいれば、ゆっくり進む人もいます。行政手続き、予期せぬ出来事、

疲労感、時には不安もあります。しかし、出会いや励まし、そして数々の小さな成功

体験もあるのです。 

メゾン・ココでは、今あるものを活かして、一歩ずつ前進していくことを学んでい

ます。たとえ作業は中断しても、プロジェクトは、構想、写真、出会いの場、探索、

そして私たちのモチベーションにおいて、生き続けています。一番大切なのは諦めな

いことだと思います。困難は何かの道筋にはつきものです。たとえ道のりが予想以上

に長くても、私たちは信じ続けます。いつか、私たちが思い描いている計画を、この

家はしっかりと受け入れてくれることでしょう。 
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日本のお菓子をフランス語圏に クリスチャン・ラボルド 

4 月のガイドクラブで、奈良日仏協会の行事に初めて参加し、会員のみなさまやフランスか

らの旅行者の方たちと一緒に、法隆寺を訪問しました。クリスチャンと申します。4 年前から、

妻のユウコと共に奈良地方に暮らしています。私たちは、フランス語圏の人々に日本の菓子や

スナックを紹介するオンラインショップ「Bonbonjapon」（www.bonbonjapon.com）を立ち上

げました。社名は「ジパング(Zipangu)」です。これは、かつて西洋で、特にマルコ・ポーロ

によって使われた日本の古称で、この名前は、日本の食文化や伝統を通して、日本とフランス

語圏の国々との間に、文化的な架け橋を築きたいという私たちの願いを表しています。 

 私たちの目標は、単に日本の商品を販売するだけではなく、何より日本の文化

の一部をフランス語圏の人々と共有することです。フランス人が日本のお菓子と

聞くと、独特のフレーバーを持つ有名なキットカットやアニメに登場するお菓子

をしばしば思い浮かべることでしょう。しかし、日本には「和菓子」と呼ばれる、

手作りのお菓子の豊かな伝統も存在します。これらの和菓子は、日本茶とともに

楽しまれ、日本の様々な地域の季節、自然、そして歴史を反映しています。 

奈良での生活は、私たちの仕事に大きなインスピレーションをもたらしてくれます。かつて日本の都だったこの

町は、歴史ある寺院、伝統工芸、そして保護された自然が融合して、独特の雰囲気を有しています。法隆寺のよう

な場所は、伝統を守り、未来の世代へと受け継いでいくことの大切さを教えてくれます。私たちは、毎月、北海道

から沖縄までの日本各地から厳選した特産品を揃え、商品の歴史、季節限定の材料、そしてお菓子に関係する慣習

についても説明しています。こうして、多くのお客様がより本物で伝統的な日本を発見してくださっています。 

 

フランス音楽との出会い      林 裕美子 （はやし ゆみこ） 

ラヴェルの誕生日（３月７日）のコンサートで、藤村久美子さん、三野会長とご一緒し、入会

の運びとなった。ドイツ歌曲を学ぼうと武蔵野音楽大学に入った私だったが、4 年次、ウイーン

から来日された、ユーゴスラヴィア人の先生に師事する事になり、フランス歌曲を含む沢山のレ

パートリーをいただき、結果、ドイツではなく、フランスに留学した。フランス語の授業を通し

て二宮礼子、二宮フサ両先生、詩人のジェルボレ氏に出会えたことも、大切な要素だった。パリ

では、作曲家プーランクの友人でもあった、G.トゥーレーヌ女史、その異母弟の G.スゼー氏に

も師事することができた。西洋音楽の原点としてのグレゴリオ聖歌を学び、カトリックの洗礼を

受け、帰国。日本で唯一のカトリックの音楽大学のエリザベト音楽大学（広島）に就職した。 

イグナチオ・デ・ロヨラに似た風貌のスペイン人の学長にフランス語で面接を受

け、以来 40 年余り、子育て中も広島まで通い続けた。 

当時はフランス音楽の分野で著名なピアニスト、井上二葉女史も東京から通っ

ておられ、二人でフランス音楽と絵画の結びつきについてレクチャーコンサート

を幾度も行った。当時はベルギー、スペイン、イタリア、ドイツ人のイエズス会

士が教鞭をとっておられた。広島で J.デムス、E.アメリンク、ピュイグ＝ロジェ

先生など著名な音楽家の知己を得、京都でも仏・独語での公開講座の通訳として、

またしばしばリサイタルの伴奏もしていただいた。それぞれの人柄に身近で接す

ることが出来、日本の音楽教育のシステムに対する批判や個人的な体験、日本人の物事の捉え方についての疑問等、

多岐にわたる質問に答えながら、先生方が真摯に「音楽する」ことを命の糧として体現しておられることに感動す

ることも多かった。浄土真宗からカトリックになった自分が、演奏、通訳を通して、信仰を同じくする人間として

話して下さっていることが嬉しく、音楽より?! 語学を学んだことを、幸せに思っている。退職後も各地で依頼され

る演奏、講座、指導を通して人との繋がりが膨らむことを幸せに思う毎日である。 
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シャルリエさんとの出会いと再会 三船麻理（みふね まり） 

この 4 月に日仏協会に入会しました。1997 年、奈良県河合町のまほろばホールでのコンサートで、「フランス人

の演奏家がアンコールに日本の曲を演奏したいと希望しているので編曲をお願いできないか？」と、当時の奈良日

仏協会副会長児玉厚雄さんから依頼があり、私は「赤とんぼ」と「平城山」の２曲を提供しました。それが世界的

ヴァイオリニストのオリヴィエ・シャルリエさんとの初めての出会いです。シャルリエさんの日本のお客様に対す

る敬意と心のこもった演奏に、私はとても感動し、作曲家冥利に尽きる瞬間を経験することができました。 

 その後もシャルリエさんの来日の度、可能な限りコンサートに足を運びました。東京まで行ったこともあります。

昨年３月、奈良で初めて「大和国際音楽週間」が開催されることを知り、シャルリエさんも招かれ、３月に秋篠音

楽堂でのコンサートを聴き、感動が再び蘇りました。今年は、第２回「大和国際音楽週間」が奈良で開催され、マ

スタークラスを聴講し、サロンコンサートにも参加しました。受講された方とお知り合いにもなりました。そして

最終日の奈良国立博物館内の重要文化財・関野ホールのコンサートでは、奈良公園の桜が満開で、フランスからの

演奏家を奈良の街が歓迎しているようでした。ホール前の枝垂れ桜もコンサートに誘うように風に揺れていました。

プログラムは、ドビュッシー、武満徹、フォーレの作品、アンコー

ルはラヴェルでした。 

コンサート終了後、ご指導された日本の金関環先生と受講生４人

のかたと私でアイスクリームを食べ、奈良公園を散歩しながら駅ま

で歩きました。話はすでに「来年どうする？何の曲にする？」と、

皆さん次のステップに進んでいました。私は来年はスタッフとして

加わり、「大和国際音楽週間」が奈良に浸透し、人々から愛されるイ

ベントになるよう尽力したいと思います。音楽を通して日仏の懸け

橋になれるよう頑張りますのでよろしくお願い致します。 

 

奈良で暮らす   カール盛太郎・マグワイア 

私は東京で生まれ、香港で育ち、10 代後半から成人期にかけてはアメリカで過ごしました。2019 年から 2022 年

までは秋田にも少し滞在しましたが、昨年 9 月からは妻と両親と共に奈良に住んでいます。東京で生まれたので、

私の母語は日本語でしたが、5 歳頃、香港に住んでいた時に、英語に慣れるために家族が家の中で日本語から英語

に切り替えました。その後も秋田の親戚を毎年訪ね、日本語教室にも通っていましたが、残念ながら 8 歳になる頃

には日本語を全く話せなくなってしまいました。そのため、今は再びネイティブスピーカーになるために日本語を

勉強し直しているところです。この地に来て、日本語を磨くだけでなく、日本の古都で歴史と象徴的な日本文化に

囲まれて暮らせる機会を得られたことをうれしく思っています。 

奈良に来る前は、有名なドラムセット専門店「メンフィス・ドラム・ショッ

プ」でソーシャルメディア・ディレクターとしてマーケティングを統括してい

ました。しかし、こちらに来てからは少しキャリアチェンジをし、今はドラム

の演奏と製作の両方に精力を注いでいます。新しい土地で言葉は違っても、た

くさんのことに挑戦し、プロのジャズドラマー兼シンバル職人を目指すのは、

とてつもなく楽しくてやりがいがあります。 

さて、奈良は私がこれまで訪れたなかで最も素晴らしい場所のひとつです。

有名な寺院や神社、類まれな歴史地区、山々や自然など、見どころや体験でき

ることが本当にたくさんあります！ 私は奈良公園に鹿や寺院や神社を見に出

かけたり、自宅からすぐ近くの法隆寺まで散歩するのが大好きです。どちらへ

も何度も訪れていますが、他の史跡にも足を運ぶようにしています。最近では

橿原市今井町の古い町並みを散策しました。 
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◆当協会では会員を募集しております。お申込み、お問合せは下記事務局まで。 

◆本誌への投稿、特に新鮮で多様な話題、直近のフランス情報などを歓迎します。誌面の都合でご相談のうえ、

表現を変えさせていただくことがあります。Mon Nara 2026 年 10月号は 10 月 3０日が原稿締切日です。 

◆会員のみなさまで「Mon Nara」（2月、6 月、10月発行）又は「Mon Nara 通信」（4 月、8 月、12月

発行）にチラシ同封を希望される方は、１）内容がフランスに関わるもの、２）本人または代理人が発送作業

に参加、の二つの条件を満たせば同封可能ですので、下記事務局までお問い合わせ下さい。 

 

編 集 後 記 ☆「ジャカランダ」（jacaranda）は、大きな木全体に薄紫色の花が艶やかに咲き、独特の風情が

ある。2013 年 7 月初め、フランス語教員スタージュでニースに滞在した時この木に出会った。当時、オリヴィ

エ・ジャメさんの講座生の方の紹介で、ニースで紅茶店を営む大阪出身の女性に会うことになった。彼女もま

たジャメさんからフランス語を習ったことがあるとの話からすぐにうちとけ、ニース在住のフランス人の知人

を交えた会食でも話がはずんだ。彼女の知人の運転する車で、モナコ近くにあるノートルダム・ド・ラゲ修道

院にも訪れた。土地の人々から奇跡や病気の治癒をもたらしてくれる聖母として崇敬され、壁一面に奉納画が

飾られていた。この聖母への信仰は、小説『失われた時を求めて』の登場人物でニース出身のオデットという

女性の性格を表わすために言及されている。また、少年時代を南仏で過ごした詩人アポリネールも、作品の中

でこの聖母への信仰に触れている。ラゲの修道院からニースに戻る車窓から、大きな木に薄紫色の花が微笑む

ように揺れているのが見えた。名前を訊ねると「ジャカランダ」と教えてくれた。あの年の初夏のニースでは

様々な不思議な縁に恵まれたが、彼女との出会いとジャカランダの木のことは、とりわけ忘れがたい。（N. Asai） 
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〒630-8226奈良市小西町 19マリアテラスビル 2F野菜ダイニング菜宴[郵便物のみ] 発行責任者：三野博司 

 

 

 

≪2026 年度第 2 回理事会報告≫ …事務局 

日時：2026 年 5 月 21 日（木）15:00～16:15。場所：野菜ダイニング「菜宴」。出席
者：三野、淺井、髙松、杉谷、中辻、南城、西崎、米田、木内。議題 1. 会員数確
認。議題 2. 3/19 理事会後の活動：(4/12) ガイドクラブ「法隆寺訪問」、(5/17) 第 158

回フランス・アラカルト「鳥羽市の国際交流」。議題 3. 今後の行事：(9 月) 第 68 回
シネクラブ例会「アラン・ドロン追悼④『ヌーヴェルヴァーグ』、(10 月か 11 月) 美
術クラブ「日本美術の原点を語る（仮）」、(11/22) 秋の教養講座「総合芸術としての
バレエの紹介」。議題 4. Mon Nara：No.311 (6/15) 発送予定。議題 5.その他 ホームペ
ージ、「大和国際音楽週間」、「大安寺国際縁日(11/3)、奈良県ホームページ「県内の
国際交流団体」掲載申請。次回理事会 7 月 16 日（木）15：00～16：30「菜宴」。 

日仏シネクラブ例会案内： 9 月の日曜にアラン・ドロン追悼特集第 4 回として、ゴダールが監督した
『ヌーヴェルヴァーグ』（1990）を取り上げます。日程は Mon Nara 通信 8 月号でお知らせいたします。 

Alain Delon comme Jean-Luc Godard, deux monstres sacrés du cinéma dans des genres différents, désiraient 
tourner ensemble depuis longtemps. Godard promet à l’acteur un film relativement romanesque et Delon au 
metteur en scène d’être malléable. Le cinéaste valorise l’acteur en lui attribuant un double rôle qui lui permet 
d’être omniprésent à l’écran, mais aussi estompe intentionnellement l’image fortement connotée de la star 
intouchable. Nouvelle Vague relève à la fois du modèle classique et du modèle spéculaire – qui renvoie à 
l’histoire du cinéma. Du premier, nous retrouvons la structure temporaire linéaire, la durée moyenne de 85 
minutes, ainsi que deux personnages (un homme, une femme) qui sont au centre du récit. En revanche, ce qui 
parasite son aspect classique réside dans l’intrigue qui n’est pas clairement définie comme souvent chez 
Godard. On peut considérer que le film comporte malgré tout deux intrigues parallèles : la relation amoureuse 
et le monde politico-financier. (Pierre Silvestri) 
映画界の異なる分野の巨匠、アラン・ドロンとジャン＝リュック・ゴダー 

ルは長年一緒に仕事をしたいと願っていた。ゴダールはドロンに比較的 

ロマンチックな映画を約束し、ドロンは監督に柔軟に対応することを約束 

した。ゴダールはドロンに二役を与え、スクリーン上にずっと姿を見せ続 

けることで彼の存在感を高めたが、手の届かないスターという強いイメー 

ジは意図的にぼかした。映画『ヌーヴェルヴァーグ』は、古典的モデルと、 

映画史を参照させる鏡像的モデルの両方に属している。前者からは、上映 

時間 85 分の直線的な時間構造と物語の中心になる二人の登場人物（男性と女性）が見出せる。しかしその一方
で、古典的側面に寄りそいながら、ゴダール作品によくみられるような明確には定められないストーリーが存
している。とはいえ、この映画には二つの並行するストーリー、恋愛と政治・金融の世界が含まれていると考
えることもできるだろう。（ピエール・シルヴェストリ） 


